


９月15日の保険医新聞に載った会員からの意見を読みました。もっとも

らしいな、と思いながらも何か得体のしれない違和感を感じましたので、

その違和感について考察してみました。

レセプトとは、医師が自分の信念に基づいて診療した内容をそのまま記

載して提出し、それに対して医療費を請求するものです。その審査は本来

医師がすべきものだと思うのです。保険者側であっても、やはり医師がす

べきものであり、現実、医師ができないので素人の事務員や削り屋に委託

しているのでしょう。ですから、第一線の医師は、初めから事務員や削り

屋に審査されるのを意識してレセプトを記載する必要はないのです。

診察の結果、診断がつかず症状名を記載せざるをえないことはままあり

ます。病名の記載が必ず必要だとすると、例えば「不明熱」の症例では、

疑われる病名をすべて記載しなくてはならなくなります。「どこか部位のわ

からない癌、いろんな膠原病、結核や感染性心内膜炎などの感染症などな

ど」レセプト1枚ではとても書ききれません。普通は「不明熱」として、

種々の検査をしていてもそれで審査は通るのではないでしょうか。ただし、

特殊な検査などは注記の必要があるとは思いますが。

保険者側で審査するものは、事務員であろうが削り屋であろうが、医師

と同じ土俵の上で審査すべきものと思うのです。分からなければ保険者側

で分かる人を確保しておいて、その人が審査すべきと思います。少なくと

も医師の間では常識と思われている事項については症状名の記載であって

も返戻すべきではないと考えます。
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──『保険審査通信』へのご意見をお寄せください──
『保険審査通信』に関して、ご意見・ご要望・ご質問など、どんな

ことでも協会までお寄せください。保険審査の改善のための意見交

流ができれば幸いです。（保険医協会）

１．国保　野々市町国保、1枚は退職者家族、もう１枚は一般国保

２．年齢どちらも69歳

３．平成11年６月診療分

４．過誤連絡書の発行日　平成11年８月末日

５．病名・診療開始日

レセプト１ ■高脂血症　4.11.5、■慢性胃炎　5.1.13、

■高血圧症　6.8.25..

レセプト２ ■十二指腸潰瘍　61.6.24

６．査定内容　　いずれもリーゼ糖衣錠査定　（事由　適応外）

７．査定に至った経緯と意見

いずれもまことに心外な査定である。８月初めに国保連合会より返戻通

知がきて、 上の２枚のレセプトと高血圧でメンビット（0.4）「一般名アル

プラゾラム」を使っている例で、レセに書かれている（向）の内容を知ら

せよとの付箋が付いたレセプトが戻ってきた。これらの薬を使っても205

円以下でレセには薬品名が記載されない。

一応リーゼ、メンビットの名前を書いて返したところ、翌月査定された

わけである。

そもそもこのようなマイナートランキライザーを慢性胃炎や高血圧に使

用して当然と考えていた。日本医薬品集にも、リーゼの適応として、心身

症（消化器疾患、循環器疾患）における身体症候並びに、不安・緊張・抑

うつ・睡眠障害とあり問題があるとは思えないのだが．．．

現に同じ症例に同じ内容で７月も診療し、病名も変えずにレセを提出し

ましたが、 全く返戻も査定もなかったようです。また保険者返戻による査

定といった経験も皆無です。またそもそも205円以下でレセ記載不要のは

ずのレセを薬品名を記載させるためにわざわざ返戻するのもおかしいと思

いました。

（メンビット（先発品名ソラナックス、コンスタン））については、レセ

の病名は、 高血圧と慢性胃炎であり、適応は心身症（胃十二指腸潰瘍、過

敏性腸症候群、自律神経失調）における身体症候並びに、不安・緊張・抑

うつ・睡眠障害とあり、若干適応が狭いようですが、一般には胃炎や高血

圧でも心理的要因の強い症例には日常的に使われていると思うのですが．．．

もちろん再審査請求をするつもりです。

＜保険医協会のコメント＞
高血圧症における、マイナートランキライザーの投与については、「高血

圧症（心身症）等の病名を付ける」というローカルルール（平成10年10月

社保・国保審査委員合同協議会結果：石川県医師会・・・10ページ30）が

あります。205円以下の薬剤で麻毒加算の算定があれば、審査の段階で処

方内容を知りたくなることは人情としてはうなずけます。

返戻に至った過程は別にして、本例のような場合は、処方内容が判明し

てしまえば、前記ローカルルールによって、マイナートランキライザーが

適応病名無しとして査定されてしまうことになります。だまし討ちにあっ

たようで腹の虫が治まらないというのが主治医の本音かもしれません。再

請求時に、処方内容と同時に病名漏れとして、（心身症）を付け加えておけ

ば査定されることはなかったのですが、良心的な保険医には20点以下に安

心して、そこまで疑い深く保険請求している方は少ないかもしれません。

しかし、保険診療が「契約診療」であることが、ことあるごとに前面に出

てきている昨今の審査指導情勢では、ローカルルールを含めて、きめ細か

な対応をしておく必要があります。

本例のように不可解な返戻のときは、再請求前に協会に相談していただ

ければ、最善の結果を得られるよう検討していく体制になっていますので、

是非ともご利用いただきたいと思っています。

保険審査通信　第126例
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本紙前号（9月号）「保険審査通信第124例への反論を読んで」会員投稿

納得いかない返戻、査定が
ありましたら、ぜひ『保険審査通信』
にてお知らせ下さい。

『保険審査通信』はFAXのほか、
E-mailでも大歓迎です。
事務局では『保険審査通信』に限らず、会員から送付さ

れた原稿はすべてテキストファイルに入力し直しています。

このため、E-mailの原稿は大きく省力化になり、大歓迎で

す。ぜひ、E-mailでお送りください。

E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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来
年
の
通
常
国
会
上

程
を
予
定
し
た
現
時
点

で
の
、
政
府
・
厚
生
省

の
医
療
抜
本
改
革
構
想

は
、
二
〇
〇
五
年
ま
で

に
（
一
）
患
者
負
担
の

拡
大
（
二
）
診
療
報
酬
体
系
の
改
編

（
三
）
医
療
供
給
体
制
の
改
革
（
四
）

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
（
五
）
保

険
者
機
能
の
強
化
で
あ
る
。
さ
し
当

た
っ
て
来
年
四
月
か
ら
は
、
医
療
供

給
抑
制
の
目
的
で
の
診
療
報
酬
と
医

療
法
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

診
療
報
酬
で
は
、
出
来
高
払
い
の

縮
小
と
定
額
払
い
の
拡
大
（
個
別
評

価
の
否
定
）、
外
来
並
び
に
入
院
基

本
料
の
定
額
制
（
医
療
機
関
の
ラ
ン

ク
化
）、
急
性
期
、
慢
性
期
、
病
態

別
に
よ
る
医
療
標
準
設
定
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ

も
想
定
）、
情
報
提
供
を
診
療
報
酬

算
定
要
件
に
（
営
利
企
業
参
入
の
機

会
）、
急
性
病
棟
・
慢
性
病
棟
の
区

分
け
点
数
と
施
設
利
用
料
徴
収
（
療

養
環
境
加
算
廃
止
）、
専
門
医
資
格

に
よ
る
ラ
ン
ク
分
け
と
差
額
徴
収
及

び
高
額
療
養
費
制
度
の
改
定
な
ど
で

あ
る
。

更
に
は
、
薬
価
改
定
で
Ｒ
幅
を
ゼ

ロ
と
す
る
た
め
、
診
療
報
酬
は
実
質

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。医

療
法
の
改
定
で
は
、
ま
ず
病
床

数
の
大
幅
リ
ス
ト
ラ
が
予
想
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
地
域
医
療
計
画
上
の

必
要
病
床
数
算
定
方
式
を
見
直
し
、

療
養
型
病
床
群
の
約
十
九
万
床
が
介

護
保
険
専
用
施
設
に
移
行
さ
れ
る
。

一
般
病
棟
を
急
性
期
と
慢
性
期
に
区

分
す
る
の
で
、
人
員
、
設
備
、
在
院

日
数
、
保
険
点
数
の
条
件
で
急
性
期

病
床
は
急
減
し
よ
う
。
広
告
規
制
緩

和
、
情
報
開
示
は
医
療
・
福
祉
法
人

の
巨
大
複
合
化
を
も
た
ら
し
、
営
利

企
業
参
入
を
促
す
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
診
療
報
酬
と
医
療

法
の
改
変
は
、
当
然
な
が
ら
公
的
医

療
費
負
担
と
社
会
保
障
の
縮
小
、
市

場
原
理
の
導
入
に
連
が
り
、
わ
が
国

の
医
療
・
福
祉
は
大
き
く
変
質
し
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か

る
情
勢
の
も
と
で
、
わ
れ
わ
れ
医
療

機
関
は
更
な
る
努
力
が
必
要
と
な

る
。
外
来
・
在
宅
・
入
院
機
能
と
地

域
機
能
の
向
上
、
医
療
連
携
・
福
祉

連
携
の
強
化
、
医
師
自
身
の
力
量
強

化
で
あ
る
。

来
春
に
向
け
て
、
会
員
・
協
会
の

「
医
療
福
祉
改
善
運
動
」
と
し
て
、

診
療
報
酬
改
定
で
の
不
合
理
・
矛
盾

の
是
正
要
求
、患
者
負
担
増
の
反
対
、

介
護
保
険
制
度
の
改
善
提
言
な
ど
が

あ
り
、
会
員
署
名
と
患
者
・
国
民
署

名
運
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
を
期
待
し

て
い
る
。

九
月
二
十
六
日
、
金
沢
都
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
「
介
護
保

険
・
主
治
医
の
意
見
書
セ
ミ
ナ

ー
」
に
は
八
十
五
人
も
の
大
勢

が
参
加
し
た
。「
医
師
の
立
場

（
医
学
的
見
解
）
を
い
か
に
介

護
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
る
か
を

皆
さ
ん
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
高
松
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
っ
た
会
は
、
喜
多

理
事
の
司
会
の
も
と
、
（
一
）

城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
・
大
川

義
弘
氏
に
よ
る
「
介
護
認
定
審

査
会
に
お
け
る
主
治
医
意
見
書

の
取
り
扱
い
」、（
二
）
か
と
う

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
加
藤
佐
敏

氏
に
よ
る
「
精
神
医
学
か
ら
み

た
老
人
性
痴
呆
症
の
診
断
」
、

そ
し
て
特
別
報
告
と
し
て（
三
）

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
石
川
家

族
の
会
代
表
・
小
坂
直
信
氏
に

よ
る
「
呆
け
老
人
を
か
か
え
る

家
族
の
立
場
か
ら
要
介
護
認
定

を
考
え
る
」
の
三
講
演
が
行
わ

れ
た
。

（
一
）
大
川
氏
は
金
沢
市
介

護
認
定
審
査
委
員
と
し
て
模
擬

審
査
の
経
験
を
踏
ま
え
、
一
次

判
定
の
問
題
点
を
挙
げ
、
だ
か

ら
こ
そ
二
次
判
定
が
重
要
、
そ

の
た
め
に
も
主
治
医
意
見
書
に

多
く
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
一

次
判
定
の
基
本
調
査
項
目
に
無

い
項
目
が
主
治
医
意
見
書
に
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
し
っ

か
り
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
一
次

判
定
を
変
え
う
る
こ
と
、
②
二

次
判
定
の
「
状
態
像
の
特
定
」

に
際
し
て
主
治
医
意
見
書
が

〝
効
く
〞
こ
と
、
③
四
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
特
定
疾
病

の
患
者
を
〝
救
え
る
〞
の
は
主

治
医
意
見
書
だ
け
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
主
治
医
意
見
書
は
必
ず

「
特
記
す
べ
き
事
項
」
の
覧
に

「
介
護
に
支
障
の
あ
る
（
！
）

麻
痺
で
あ
る
」
と
〝
介
護
に
結

び
つ
け
て
〞
記
載
し
な
け
れ

ば
、
二
次
判
定
で
〝
報
わ
れ
な

い
〞
で
あ
ろ
う
こ
と
を
く
り
返

し
強
調
さ
れ
た
。

（
二
）
加
藤
氏
は
、
痴
呆
の

診
断
に
お
い
て
は
患
者
が
心
を

閉
ざ
し
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
自
然

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
さ
り
げ
な
く
質
問
を
す
る
こ

と
、
ま
た
家
族
の
コ
メ
ン
ト
を

重
要
視
す
る
こ
と
な
ど
精
神
科

診
察
の
基
本
を
述
べ
、
京
都
府

乙
訓
医
師
会
の
「
家
族
へ
の
問

診
表
」
を
予
め
家
族
に
渡
し
て

書
い
て
お
い
て
も
ら
う
こ
と
が

理
想
的
で
あ
り
、
当
日
配
布
資

料
を
コ
ピ
ー
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
勧
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
三

つ
の
単
語
を
五
分
後
に
復
唱
さ

せ
る
短
期
記
憶
障
害
の
チ
ェ
ッ

ク
で
痴
呆
を
簡
便
に
診
断
で
き

る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

（
三
）
小
坂
氏
は
家
族
の
立

場
か
ら
、
痴
呆
の
人
は
他
人
の

前
で
は
緊
張
し
て
ま
と
も
に
振

る
舞
お
う
と
す
る
こ
と
、
だ
か

ら
家
族
の
話
を
信
じ
て
ほ
し
い

こ
と
、
そ
れ
も
本
人
の
尊
厳
の

た
め
に
面
前
で
は
な
く
別
室
で

話
を
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
来
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
者
の
〝
人

手
〞
す
な
わ
ち
介
護
環
境
で
判

断
し
て
い
た
が
、
介
護
保
険
で

は
一
転
し
て
本
人
の
身
体
的
状

況
の
み
に
限
定
し
て
い
る
〝
冷

た
さ
〞
が
あ
る
、
そ
し
て
そ
の

介
護
環
境
の
唯
一
の
救
済
措
置

が
「
主
治
医
意
見
書
の
特
記
事

項
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ

れ
が
で
き
る
の
は
会
場
の
先
生

方
で
あ
る
！
と
わ
れ
わ
れ
医
師

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
民
間
業
者
に
責

任
を
〝
丸
投
げ
〞
し
、
福
祉
を

市
場
原
理
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

任
せ
よ
う
と
す
る
介
護
保
険
の

抱
え
る
危
険
性
を
「
消
費
者
が

未
熟
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
市
場
原

理
は
働
か
な
い
！
」
と
厳
し
く

指
摘
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
対

す
る
機
動
力
を
持
っ
た
監
視
体

制
（
ク
レ
ー
ム
に
即
座
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
）
を
立
ち
上
げ

る
必
要
性
を
訴
え
ら
れ
た
。
氏

の
卓
見
に
感
服
し
、
協
会
と
し

て
も
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と

感
じ
た
会
員
も
少
な
く
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
秋
風
に
誘

わ
れ
、
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
き

た
く
な
る
気
持
ち
を
グ
ッ
と
押

さ
え
て
正
解
だ
っ
た
と
納
得
で

き
る
、
大
変
充
実
し
た
密
度
の

高
い
三
時
間
で
あ
っ
た
。

保険医協会の３本柱の共済制度の一つ、グループ保険には会員

511人（会員加入率55.6％）、配偶者308人の加入があります。

1998年度には保険給付者７人、8,600万円の保険金支払いがあり、

1998年度配当率は3.2％、配当金額3,223,030円となりました。

この配当金額では、グループ保険加入者819人（配偶者を含む）

に還元しても、振込手数料を差し引くと僅かな金額にしかなりませ

ん。このため当会理事会では、今年度配当金は加入者に還元せずに

協会預かりとし、来年度以降の配当金に合算して送金することにし

ました。加入者各位にはご了承をお願いします。

1998年度グループ保険配当金は
翌年度に繰り越します

石川県保険医協会

経営・共済部長　井沢宏夫

囲 

解 
答 

碁 

５
が
好
手
で
無
条
件
白
死
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 
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介護保険・主治医の意見書セミナー 

理事　小川　滋彦（金沢市・内科） 

石川県保険医協会 

保険医年金 

◎募集期間中は担当生保の募集員が会
員医療機関を訪問させていただきます。 

TEL 076‐222‐5373 
 

■お問い合わせ・お申し込みは協会事務局へ 

詳しくは案内チラシをごらん下さい。 

25日（月）まで 10月 

85人が参加して開かれた介護保険・主治医の意見書セミナー

（ 3）1999年10月15日（毎月15日発行）

許
す
な
!「
医
療
抜
本
改
革
」

あ
ら
ゆ
る
連
携
で

立
ち
向
か
お
う
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十
月
二
日
（
土
）、
石
川
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
国
際

高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
事

務
局：

石
川
県
保
険
医
協
会
）

の
主
催
で
「
国
際
高
齢
者
年

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
二

時
か
ら
兼
六
園
下
と
、
金
沢
市

南
町
の
松
ヶ
枝
緑
地
公
園
か
ら

石
川
県
中
央
公
園
に
向
っ
て
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
歩
き
ま
し

た
。松

ヶ
枝
緑
地
公
園
か
ら
は
ピ

エ
ロ
に
仮
装
し
た
生
協
職
員
が

歩
き
ま
し
た
。
他
に
天
使
に
仮

装
し
た
方
、
高
齢
者
の
お
人
形

を
持
っ
た
方
、
高
齢
者
の
た
め

の
国
際
原
則
（
独
立
・
参
加
・

ケ
ア
・
自
己
実
現
・
尊
厳
）
を

プ
ラ
カ
ー
ド
に
持
っ
た
方
、

「
す
べ
て
の
年
齢
の
た
め
の
社

会
を
め
ざ
し
て
」
の
横
断
幕
を

持
っ
た
人
な
ど
、
ウ
オ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
の
行
進
者
は
そ
れ
ぞ
れ

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」「
年
を
と

る
こ
と
」
を
み
ん
な
で
祝
お
う

と
楽
し
く
行
進
し
ま
し
た
。
一

人
だ
け
で
は
恥
ず
か
し
い
け
れ

ど
、
た
く
さ
ん
の
方
と
一
緒
に

歩
く
こ
と
、
宣
伝
し
な
が
ら
歩

く
こ
と
に
よ
り
楽
し
く
国
際
高

齢
者
年
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
。特

に
注
目
を
集
め
た

仮
装
は
お
お
い
に
国
際

高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
ア
ピ
ー
ル
に
！
？

な
り
ま
し
た
。「
行
進

な
ん
か
は
じ
め
て
で
恥

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
・
・
・
こ

の
地
球
規
模
の
取
り
組
み
に
参

加
で
き
て
大
変
誇
ら
し
く
思
い

ま
し
た
」
と
い
う
参
加
者
の
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

兼
六
園
下
か
ら
は
医
療
生
協

の
組
合
員
を
中
心
に
黄
色
の
傘

帽
子
を
か
ぶ
り
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
沿
道
の

方
に
一
緒
に
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
中
央
公
園
前
で
（
松

ヶ
枝
出
発
グ
ル
ー
プ
と
）
合
流

し
た
隊
列
は
百
二
十
人
規
模
に

も
な
り
、
行
進
の
輪
が
大
き
く

な
っ
た
瞬
間
、
大
き
な
拍
手
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
ゴ
ー

ル
の
教
育
会
館
で
は
「
老
親
介

護
―
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
川
島
淳
子
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

自
身
の
義
母
の
介
護
体
験
か
ら

介
護
の
極
意
、
自
治
体
や
地
域

の
情
報
の
集
め
方
、
介
護
保
険

や
介
護
自
体
の
考
え
方
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
人
間
は

人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
な
い
と
生

き
て
い
け
な
い
」
と
い
う
お
話

に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
年
を
と
っ
て
も
一

人
ひ
と
り
が
自
立
し
、
安
心
し

て
生
き
て
い
け
る
社
会
を
つ
く

ら
な
い
と
・
・
・
と
、
参
加
者

全
員
が
思
え
る
内
容
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
教
育
会
館
で
は
、

高
齢
者
の
取
材
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
て
い
る
田
邊
順
一
写
真

展
や
「
国
際
高
齢
者
年
紹
介
コ

ー
ナ
ー
」「
介
護
保
険
・
落
書

き
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
中
央
公

園
で
は
「
介
護
保
険
に
関
す
る

リ
レ
ー
ト
ー
ク
」「
健
康
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

十
月
一
日
よ
り
介
護
保
険
の

申
請
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
・
落
書
き
コ
ー
ナ

ー
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や

厚
生
省
、
自
治
体
に
対
す
る
参

加
者
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

人
間
は
、
だ
れ
も
が
年
を
と

り
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
国
際

高
齢
者
年
の
テ
ー
マ
「
す
べ
て

の
年
齢
の
た
め
の
社
会
を
め
ざ

し
て
」、
地
域
の
福
祉
、
日
本

の
福
祉
を
発
展
さ
せ
る
た
め
国

際
高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

役
割
が
大
き
く
注
目
さ
れ
、
活

躍
し
た
一
日
で
し
た
。

去
る
九
月
二
十
七
日
の

夜
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
サ
ッ
カ

ー
ア
ジ
ア
最
終
予
選
に
向
け

た
壮
行
試
合
の
対
韓
国
第
二

戦
が
ソ
ウ
ル
の
チ
ャ
ム
シ
ル

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。

技
術
に
優
る
日
本
五
輪
代
表

が
韓
国
代
表
の
猛
攻
を
交
わ

し
、
第
一
戦
の
国
立
競
技
場

で
の
勝
利
に
次
い
で
今
度
は

赤
一
色
の
大
観
衆
の
中
で
も

勝
利
し
た
。

テ
レ
ビ
観
戦
し
な
が
ら
一

九
九
七
年
十
一
月
一
日
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
九
八
ア
ジ
ア

最
終
予
選
・
日
韓
第
二
戦
を

鮮
烈
に
思
い
出
し
た
。

当
日
早
朝
、
大
田
の
伯
南

韓
医
院
の
朴
容
珍
院
長
を
訪

ね
、
午
後
、
急
い
で
ソ
ウ
ル

に
帰
っ
て
き
た
。
チ
ャ
ム
シ

ル
に
到
着
し
た
の
は
三
時
十

五
分
前
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ジ

ア
ム
に
入
る
と
、
す
で
に
八

万
人
の
大
観
衆
で
、
通
路
や

階
段
も
人
で
溢
れ
て
い
た
。

私
は
破
竹
の
勢
い
の
韓
国
に

勝
て
る
と
は
思
え
な
か
っ
た

の
で
、
熱
狂
的
な
応
援
ぶ
り

で
評
判
の
韓
国
側
サ
ポ
ー
タ

ー
を
観
光
す
べ
く
、
電
光
掲

示
板
側
の
韓
国
応
援
団
に
も

ぐ
り
込
ん
で
い
っ
た
。

観
戦
席
は
全
周
赤
色
一
色

と
思
い
き
や
、
良
く
見
る
と

電
光
掲
示
板
側
の
真
反
対
の

一
角
に
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
の
青
い
一
切
れ

（
日
本
側
の
サ
ポ
ー

タ
ー
）
が
見
え
た
。

観
戦
席
に
は
プ
ロ
ン

ス
エ
カ
ッ
チ
カ
ジ
ャ

（
フ
ラ
ン
ス
へ
一
緒

に
行
こ
う
）
の
垂
れ

幕
が
あ
っ
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
機
動
隊

が
観
衆
の
方
を
向
い

て
横
列
に
一
周
し
て

警
備
し
、
観
戦
席
の

周
遊
通
路
に
も
機
動
隊
が
一

周
し
て
警
備
し
て
い
た
。

三
時
ち
ょ
う
ど
に
キ
ッ
ク

オ
フ
。
試
合
が
始
ま
る
や
否

や
、
一
分
で
名
波
の
シ
ュ
ー

ト
が
決
ま
っ
た
。
私
は
韓
国

側
ゴ
ー
ル
と
ま
っ
た
く
反
対

側
で
川
口
が
守
る
日
本
側
ゴ

ー
ル
の
真
後
ろ
に
い
た
の

で
、
名
波
の
シ
ュ
ー
ト
の
瞬

間
は
よ
く
見
え
な
か
っ
た
。

あ
ま
り
に
簡
単
に
得
点
し
た

よ
う
に
見
え
た
の
で
、
カ
ッ

チ
カ
ジ
ャ
の
通
り
、
一
点
を

入
れ
さ
せ
て
く
れ
た
の
か
な

と
思
っ
た
。
そ
の
後
も
日
本

側
の
優
勢
な
攻
撃
が
続
く
中

で
三
十
七
分
に
呂
比
須
の
シ

ュ
ー
ト
で
追
加
点
が
入
っ

た
。
ゴ
ー
ル
裏
の
細
身
の
ブ

ル
ー
の
一
隅
が
意
気
軒
昂
に

揺
れ
動
い
て
日
の
丸
が
乱
舞

し
た
。

後
半
戦
で
は
韓
国
側
の
怒

濤
の
ご
と
き
攻
撃
が
続
く

が
、
シ
ュ
ー
ト
が
い
ま
一
つ

決
ま
ら
な
い
。
韓
国
側
サ
ポ

ー
タ
ー
は
次
第
に
、
エ
キ
サ

イ
ト
し
て
き
た
。
韓
国
側
サ

ポ
ー
タ
ー
の
イ
ギ
ョ
ラ
（
勝

て
）、
チ
ュ
ギ
ラ
（
殺
せ
）

の
大
合
唱
が
続
き
、
興
奮
ぶ

り
は
ま
す
ま
す
凄
ま
じ
く
な

っ
て
き
た
。
競
技
内
容
に
対

す
る
反
応
が
韓
国
人
と
自
ず

と
異
な
っ
て
、
声
が
ひ
と
り

で
に
出
て
く
る
。
周
囲
の
人

た
ち
の
視
線
が
次
第
に
厳
し

く
な
り
、
私
は
身
の
危
険
を

感
じ
て
き
た
。
後
半
戦
の
半

分
を
経
過
し
た
こ
ろ
、
私
は

赤
い
海
原
の
真
ん
中
か
ら
逃

げ
る
よ
う
に
し
て
這
い
出

て
、
青
い
小
川
の
よ
う
な
日

本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
側
に
移
動

し
た
。
韓
国
チ
ー
ム
の
野
獣

の
ご
と
き
猛
反
撃
に
も
関
わ

ら
ず
、
日
本
が
勝
っ
て
し
ま

っ
た
。
韓
国
チ
ー
ム
の
車
監

督
を
は
じ
め
、
選
手
た
ち
の

あ
ま
り
の
落
胆
ぶ
り
が
印
象

的
で
あ
り
、
当
時
は
意
外
で

も
あ
っ
た
。

夕
方
、
李
載
哲
医
師
、
李

相
録
医
師
や
そ
の
他
の
人
た

ち
が
宴
席
を
設
け
て
く
れ
、

日
本
チ
ー
ム
の
勝
利
を
祝
っ

て
く
れ
た
。
そ
の
日
、
初
孫

拓
己
が
生
ま
れ
た
。
忘
れ
が

た
い
十
一
月
一
日
で
あ
る
。

有川功ドクターの 

（24回シリーズ） 

韓国訪問記 
－第17話－ 

プロンスエ・ 
 カッチ・カジャ 

国
際
高
齢
者
年
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
と
歩
こ
う

１０・
２
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

す
べ
て
の
年
齢
の
た
め
の
社
会
を
め
ざ
し
て

石
川
生
活
協
同
組
合
職
員
　
升
　
幸
宏

1999年 10月15日（毎月15日発行）（ 4）

日本人サポーター応援席から勝利決定の瞬間を写す

スポーツソウル紙の見出し「韓国サッカー 最後に日本に首
根を掴まる～刺された」「精神力失踪　０－２完敗　受侮
（原文の直訳）」記事は韓国の完敗と断じ、監督の采配と選
手の緊張の欠落を批判している。

梶井幸代先生に紹介される記念講演講師の川島淳子さん（右）

田邊順一氏の写真展示コーナー
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お
サ
ル
先
生
は
因
果
応
報
を

感
じ
て
い
る
。

お
サ
ル
先
生
が
Ｂ
病
院
勤
務

医
時
代
、
Ｂ
病
院
は
ち
ょ
う
ど

急
性
期
病
院
へ
と
転
化
す
る
た

め
に
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮

化
が
至
上
命
令
と
な
っ
て
い

た
。
あ
る
日
、
Ｏ
Ｂ
の
Ｎ
先
生

が
担
当
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ら
蟹
山
さ
ん
と
い
う
八

十
歳
の
女
性
が
発
熱
の
た
め
紹

介
さ
れ
て
き
た
。
腹
部
エ
コ
ー

に
て
両
側
の
軽
い
水
腎
症
が
あ

り
、
泌
尿
器
科
で
精
査
し
た
と

こ
ろ
、慢
性
膀
胱
炎
が
ひ
ど
く
、

そ
の
炎
症
が
尿
管
開
口
部
ま
で

波
及
し
て
水
腎
症
を
来
た
し
た

ら
し
い
。
蟹
山
さ
ん
は
少
し
痴

呆
が
あ
り
、
徘
徊
す
る
た
め
看

護
婦
か
ら
要
マ
ー
ク
だ
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
幸
い
抗
生
剤
を

静
脈
投
与
し
て
炎
症
所
見
が
改

善
す
る
と
熱
も
下
が
り
、
水
腎

症
も
消
失
し
た
た
め
、
お
サ
ル

先
生
は
一
週
間
ほ
ど
で
追
い
出

す
よ
う
に
退
院
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
案
の
定
、
Ｎ
先
生
か
ら

「
根
本
的
な
原
因
が
改
善
し
て

い
な
い
の
に
そ
ん
な
に
早
く
退

院
さ
せ
て
い
い
の
か
い
」
と
ク

レ
ー
ム
の
電
話
が
入
っ
た
が
、

「
う
ち
は
も
う
老
人
病
院
で
は

な
い
ん
で
す
。
今
度
な
っ
た
ら

そ
の
時
は
ま
た
考
え
ま
し
ょ

う
」
と
お
サ
ル
先
生
は
先
輩
へ

の
遠
慮
も
ど
こ
へ
や
ら
、
強
気

で
切
り
返
し
た
。

お
サ
ル
先
生
は
あ
の
事
件
以

来
、
患
者
さ
ん
よ
り
も
何
よ
り

も
看
護
婦
さ
ん
の
顔
色
を
伺
う

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
今
は
全
く
立
場

は
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
病
院

勤
務
医
の
時
に
嫌
っ
て
い
た
痴

呆
老
人
を
、
い
か
に
入
院
さ
せ

て
も
ら
う
か
で
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
冷
た
く
あ
し
ら
っ
た
Ｎ

先
生
や
蟹
山
さ
ん
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
は
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

五
日
で
退
院
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
き
た
九
十
六
歳
の
カ
ニ
江

ば
あ
さ
ん
は
、
三
カ
月
ほ
ど
は

そ
れ
な
り
に
元
気
に
過
ご
し
て

い
た
が
、
そ
れ
以
来
め
っ
き
り

徘
徊
の
習
慣
が
つ
い
て
し
ま
っ

た
。
腰
が
直
角
に
曲
が
っ
て
い

る
ほ
ど
な
の
で
、
家
の
外
に
出

て
い
く
こ
と
は
な
い
が
、
夜
な

夜
な
掛
け
軸
に
ぶ
ら
下
が
っ
た

り
、
裸
に
な
っ
て
オ
シ
ッ
コ
を

ま
き
散
ら
し
た
り
、
ず
い
ぶ
ん

手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
脳
代
謝
改
善
剤
を
投

与
し
て
い
た
の
だ
が
、
息
子
さ

ん
か
ら
「
副
作
用
の
な
い
薬
を

出
し
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
て

し
ま
い
、
ボ
ケ
が
ひ
ど
く
な
っ

た
の
は
お
サ
ル
先
生
の
薬
の
せ

い
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
だ
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
真
っ
黒
い

大
便
が
出
て
い
る
と
お
嫁
さ
ん

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
お
サ
ル

先
生
が
か
け
つ
け
て
み
る
と
、

カ
ニ
江
ば
あ
さ
ん
は
グ
ッ
タ
リ

と
し
て
元
気
が
な
く
、
顔
色
も

心
な
し
か
青
白
い
。
こ
ん
な
便

が
出
ま
し
た
、
と
お
嫁
さ
ん
が

オ
ム
ツ
に
と
っ
て
お
い
た
大
便

は
明
ら
か
な
タ
ー
ル
状
便
だ
。

上
部
消
化
管
出
血
で
プ
レ
・

シ
ョ
ッ
ク
！
　
た
だ
ち
に
入
院

す
る
よ
う
に
す
す
め
る
が
、
息

子
で
あ
る
ご
主
人
が
夕
方
に
な

っ
て
出
張
か
ら
帰
っ
て
く
る
ま

で
は
私
一
人
で
入
院
の
判
断
は

で
き
ま
せ
ん
、
と
お
嫁
さ
ん
。

や
む
な
く
血
算
を
と
っ
て
点
滴

を
し
て
急
場
を
し
の
ぎ
、
と
に

か
く
入
院
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
も
う
一
度
念
押
し
し
て
、
自

院
に
戻
っ
た
。

夕
方
の
診
療
が
終
わ
っ
て

も
、
カ
ニ
江
さ
ん
宅
か
ら
何
の

連
絡
も
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
か

ら
電
話
す
る
と
、
ご
主
人
が
は

っ
き
り
し
な
い
様
子
で
「
入
院

し
て
も
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け

る
の
で
、
こ
の
ま
ま
家
で
み
た

い
」
と
の
こ
と
。
よ
ほ
ど
前
回

の
入
院
が
こ
た
え
た
ら
し
い
。

お
サ
ル
先
生
は
「
年
寄
り
と
は

い
え
急
性
疾
患
な
の
で
す
か

ら
、
家
で
失
血
死
と
い
う
わ
け

に
も
い
き
ま
す
ま
い
。
い
つ
で

も
入
院
の
手
配
は
し
ま
す
か

ら
」
と
電
話
を
切
っ
た
。

翌
日
も
入
院
を
す
す
め
る
お

サ
ル
先
生
に
家
族
は
応
じ
ず
、

日
中
に
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た

の
で
、
点
滴
は
診
療
が
終
わ
っ

た
後
の
夜
に
二
時
間
か
け
て
行

っ
た
。
お
サ
ル
先
生
は
カ
ニ
江

ば
あ
さ
ん
の
手
を
そ
っ
と
押
さ

え
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
間
に

カ
ニ
江
ば
あ
さ
ん
に
ま
つ
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
カ
ニ
江
ば
あ
さ
ん

は
若
く
し
て
夫
に
先
立
た
れ
て

か
ら
、
女
手
ひ
と
つ
で
八
人
の

子
ど
も
を
育
て
た
こ
と
。
他
の

七
人
の
兄
姉
た
ち
が
カ
ニ
江
ば

あ
さ
ん
の
介
護
に
音
を
上
げ

て
、
結
局
末
っ
子
で
あ
る
ご
主

人
が
引
き
取
っ
た
こ
と
。
末
っ

子
の
ご
主
人
は
心
底
、
母
を
尊

敬
し
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の
時
、
初
め
て
お
サ
ル
先
生

は
こ
の
家
族
と
打
ち
解
け
た
気

が
し
た
。

結
局
、
も
う
一
回
だ
け
で
す

よ
、
あ
す
に
は
入
院
し
て
も
ら

い
ま
す
よ
、
と
い
い
な
が
ら
お

サ
ル
先
生
は
点
滴
を
持
っ
て
通

い
、
五
日
が
過
ぎ
た
。
幸
い
再

出
血
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
黄

色
い
大
便
が
出
た
時
に
は
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
喜
び
あ
っ
た
。

◇

今
回
、
二
回
に
わ
た
る
『
痴

呆
老
人
の
入
院
は
大
変
だ
！

と
病
診
連
携
は
甘
く
な
い
？

の
巻
』
を
書
い
て
み
て
、
痴

呆
老
人
に
入
院
治
療
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
口

に
「
病
診
連
携
」
と
言
っ
て

も
、
若
く
て
健
康
な
人
が
突

然
、
心
臓
が
悪
く
な
っ
た
、

胃
か
ら
出
血
し
た
、
な
ど
の

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
「
循
環
器

内
科
」「
消
化
器
内
科
」
に
紹

介
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
し
、

病
院
も
喜
ん
で
患
者
を
引
き

取
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
痴
呆
老
人
に
限

ら
ず
、
基
礎
疾
患
が
多
岐
に

わ
た
る
虚
弱
老
人
、
た
と
え

ば
片
麻
痺
で
褥
瘡
が
あ
り
呼

吸
障
害
の
あ
る
人
が
、
消
化

管
出
血
を
来
た
し
た
場
合
、

ど
の
科
に
入
院
さ
せ
て
も
ら

う
か
は
専
門
分
化
の
進
ん
だ

病
院
の
場
合
、
特
に
難
し
い

面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。石

川
県
保
険
医
協
会
の
今

年
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は

「
入
院
医
療
（
病
院
医
療
）
と

在
宅
医
療
（
開
業
医
医
療
）

を
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
に
し
よ

う
！
」
で
す
。
こ
の
観
点
か

ら
「
在
宅
痴
呆
老
人
の
入
院

を
考
え
る
」（
仮
題
）
と
い
う

テ
ー
マ
で
『
石
川
保
険
医
新

聞
』
新
年
号
特
別
企
画
と
し

て
座
談
会
を
企
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
険
医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

4

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

『
痴
呆
老
人
の
入
院
は
大
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『
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携
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国
旗
・
国
歌
を
考
え
る
と

き
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
の
は

常
に
戦
争
を
知
る
世
代
で
あ

る
。
官
房
長
官
は
戦
後
の
総

決
算
に
と
、
法
案
の
成
立
に

執
念
を
燃
や
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
に
反
対
す
る
側
も
ま

た
、
同
じ
時
代
を
生
き
抜
い

て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
両

極
端
に
あ
る
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
両
者
に
共
通
す
る
の

は
青
春
時
代
へ
の
抜
き
が
た

い
追
憶
と
、
感
傷
に
あ
る
と

言
え
ば
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う

か
。ど

う
し
て
、
こ
の
論
議
を

子
ど
も
た
ち
に
託
さ
な
い
の

だ
ろ
う
。
戦
争
と
い
う
呪
縛

か
ら
、
解
き
放
た
れ
て
い
る

世
代
に
す
べ
て
を
預
け
れ
ば

よ
い
、
そ
う
思
う
。
無
論
、

そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
議

論
の
材
料
が
必
要
で
あ
る
。

戦
争
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
多
く
の
惨
劇
も
、
悲
し
み

も
、
彼
ら
に
語
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
。
「
南
京
事
件
」

「
慰
安
婦
問
題
」
文
部
省
の

学
習
指
導
要
領
の
元
に
、
そ

の
多
く
が
子
ど
も
た
ち
か
ら

隠
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
重

み
を
教
科
書
と
い
う
、
た
だ

一
片
の
情
報
か
ら
し
か
学
び

得
な
い
世
代
。
そ
の
彼
ら
に

私
た
ち
は
何
も
伝
え
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
傍

観
す
る
か
、
あ
る
い
は
罵
り

あ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

学
校
の
現
場
で
は
、
無
知
ゆ

え
に
国
歌
の
歌
詞
さ
え
知
ら

ぬ
子
ど
も
た
ち
に
、
国
旗
掲

揚
と
国
歌
斉
唱
が
強
要
さ
れ

る
。
何
か
が
間
違
っ
て
い
る

の
だ
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
ど

ち
ら
も
今
の
彼
ら
に
と
っ
て

は
ど
う
で
も
良
い
こ
と
だ
ろ

う
。ラ

テ
ン
語
で
、
学
校
の
こ

と
を
「
ス
コ
ラ
」
と
言
う
。

ス
コ
ラ
の
原
義
は
、「
余
暇
」

で
あ
る
。
も
と
も
と
、
戦
争

も
教
育
も
、
余
暇
の
産
物
で

あ
る
。生
産
の
余
剰
の
上
に
、

戦
争
も
教
育
（
芸
術
）
も
生

ま
れ
て
き
た
の
だ
。
言
っ
て

み
れ
ば
、
こ
の
二
つ
は
双
子

の
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
国
旗
も
国
歌

も
学
校
の
現
場
で
こ
そ
、
議

論
す
べ
き
で
あ
る
。
前
回
に

書
い
た
ご
と
く
、
そ
れ
こ
そ

デ
ィ
ベ
ー
ト
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で

彼
ら
が
積
み
上
げ
て
い
く
も

の
こ
そ
が
、
次
代
の
日
本
の

道
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

ア
メ
リ
カ
が
強
い
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
良
く
も
悪
く
も

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
か
ら

だ
。
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
国
を
支
え
て
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
自
覚
し
て

い
る
。
臓
器
提
供
も
、
エ
イ

ズ
問
題
も
、
子
ど
も
た
ち
自

身
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
知

り
合
い
の
家
に
滞
在
し
て
い

る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
留
学
生
は

「
日
本
の
高
校
生
は
子
ど
も

だ
」
と
言
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル

人
で
あ
る
彼
に
は
、
平
和
と

物
質
を
当
然
の
よ
う
に
享
受

す
る
日
本
の
高
校
生
は
異
星

人
の
よ
う
に
映
っ
た
に
違
い

な
い
。

今
の
日
本
に
、
日
本
人
を

意
識
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。

大
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

に
与
え
る
ス
ト
レ
ス
が
、
彼

ら
を
過
敏
に
し
、
そ
の
は
け

口
は
常
に
よ
り
弱
い
者
に
向

け
ら
れ
る
。
ま
る
で
、
大
人

社
会
そ
の
も
の
で
あ
る
。
浮

浪
者
を
襲
い
、動
物
を
殺
す
。

彼
ら
は
た
だ
大
人
た
ち
の
真

似
を
し
て
い
る
だ
け
な
の

だ
。今

、
何
が
大
切
か
。
国

旗
・
国
歌
を
論
ず
る
こ
と
は

「
日
本
を
、
日
本
人
を
考
え

る
」
こ
と
で
あ
る
。
偏
差
値

を
競
う
以
前
に
、
こ
の
議
論

こ
そ
が
明
日
の
日
本
を
救
う

か
も
し
れ
な
い
。

縄
文
番
外
遍
（
5
）

希
 
望
 

　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
） 
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一
九
九
九
年
九
月
九
日
と
九

の
字
が
並
ぶ
木
曜
正
午
過
ぎ
、

残
暑
三
十
度
を
超
え
る
好
天
に

誘
わ
れ
て
、
『
ぶ
ら
り
石
川
』

の
取
材
活
動
に
出
か
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

午
前
の
診
療
を
終
え
る
や
い

な
や
杉
野
事
務
局
員
の
お
迎
え

の
車
に
飛
び
乗
り
、
一
路
高
松

町
へ
、
と
思
っ
た
が
、
二
人
と

も
昼
食
を
食
べ
損
ね
て
い
た
の

で
一
歩
手
前
の
七
塚
町
で
途
中

下
車
。
知
る
人
ぞ
知
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
魚
料
理
の
店
「
や
ま
じ

ゅ
う
」
に
立
ち
寄
っ
た
。
大
盤

振
る
舞
い
、
次
か
ら
次
へ
と
運

ば
れ
る
魚
料
理
の
数
々
を
平
ら

げ
て
、
い
ざ
、
高
松
町
へ
。

ま
ず
は
情
報
収
集
で
あ
る
。

高
松
町
役
場
で
は
、
取
材
先
へ

毎
日
、
あ
る
日
東
京
か
ら
四
十

が
ら
み
の
中
年
の
紳
士
が
一

人
、
来
客
と
し
て
加
わ
っ
て
、

何
で
も
話
が
面
白
い
の
で
家
の

中
が
賑
や
か
に
な
っ
て
日
増
し

に
親
交
度
も
高
ま
り
、
更
に
そ

の
叔
父
さ
ん
と
家
主
の
叔
母
さ

の
行
程
を
訪
ね
る
と
五
〜
六
人

の
職
員
が
地
図
や
資
料
を
も
と

に
あ
れ
や
こ
れ
や
の
ご
親
切
。

厚
き
人
情
に
触
れ
、
こ
れ
ま
で

は
た
だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
あ

っ
た
高
松
町
の
印
象
が
、
心
温

か
き
町
と
し
て
脳
裏
に
焼
き
付

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の

取
材
は
ロ
ス
無
く
進
み
、
予
定

よ
り
一
時
間
も
早
く
帰
路
に
就

き
、
途
中
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル

ク
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
珍
味

に
出
会
う
余
裕
が
与
え
ら
れ
た

の
は
、
ひ
と
え
に
高
松
町
役
場

の
お
か
げ
と
、
感
謝
の
意
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

最
初
に
訪
れ
た
地
は
、
大
海

西
山
遺
跡
。
駐
車
場
か
ら
の
小

ハ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
。
ゴ
ル
フ

場
の
よ
う
な
芝
生
が
敷
き
詰
め

ら
れ
た
丘
陵
地
帯
に
、
千
八
百

年
前
の
弥
生
人
の
生
活
の
跡
が

甦
る
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
十

九
棟
の
竪
穴
式
住
居
と
壕
や
土

塁
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、

今
は
、
遺
跡
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
た
丘
陵
に
一
棟
の
竪
穴
式

住
居
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
丘

陵
眼
下
に
大
海
川
、
東
に
秀
峰

宝
達
山
、
西
に
日
本
海
が
見
渡

せ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
弥
生

末
期
の
混
乱
の
中
で
身
を
寄
せ

合
っ
て
暮
ら
す
弥
生
人
の
知
恵

の
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。腹

ご
な
し
に
ち
ょ
う
ど
い
い

弥
生
時
代
へ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
、
東

善
作
（
あ
ず
ま
・
ぜ
ん
さ
く
）

生
誕
の
地
に
迷
う
こ
と
な
く
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
遙
か
六
十
三

年
前
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
一
年

の
夏
期
休
暇
の
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
私
と
学
友
富
田
康
次
君
は

四
高
生
最
後
の
夏
を
送
る
べ
く

能
登
半
島
は
滝
港
の
隣
り
、
一

の
宮
の
気
多
神
社
前
の
大
鳥
居

の
近
く
、
日
本
海
を
眼
下
に
見

渡
す
浜
昼
顔
や
浜
な
す
が
乱
れ

咲
く
民
家
高
橋
邸
に
入
れ
て
も

ら
っ
た
。
学
習
に
明
け
暮
れ
る

ん
の
縁
者
の
若
い
娘
さ
ん
も
入

っ
て
避
暑
地
の
雰
囲
気
は
い
や

が
上
に
盛
上
が
っ
た
。

二
十
歳
は
わ
が
青
春
ま
っ
た

だ
中
。
二
人
共
に
夢
多
い
人
生

の
幕
開
け
が
始
ま
り
、
や
が
て

夏
の
終
わ
り
が
来
て
別
れ
の

時
、
叔
父
さ
ん
こ
と
、
か
の
紳

士
ご
秘
蔵
の
ロ
シ
ア
の
民
族
衣

装
ル
パ
シ
ュ
カ（
上
着
）を
頂
戴

し
た
が
、
少
し
も
偉
振
る
こ
と

の
な
か
っ
た
そ
の
人
物
が
、
ま

さ
か
東
善
作
（
あ
ず
ま
ぜ
ん
さ

く
）
そ
の
人
で
あ
ろ
う
と
は
！

顧
み
れ
ば
こ
れ
が
な
ぜ
か
最

初
に
し
て
最
後
の
出
会
い
と
な

っ
た
。
文
字
通
り
一
期
一
会
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

よ
り
前
、
同
氏
は
昭
和
五
年
三

十
七
歳
の
時
、
赤
い
複
葉
機
シ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
号

を
操
縦
し
、
七
十
日
間
で
初
め

て
三
大
陸
間
横
断
単
独
飛
行
を

達
成
し
日
本
の
リ
ン
ド
バ
ー
グ

と
う
た
わ
れ
日
本
の
民
間
航
空

界
に
も
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

を
捲
き
起
し
た
の
で
あ
る
。
昭

和
三
十
年
に
は
岡
山
県
人
形
峠

で
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
手

に
ウ
ラ
ン
鉱
を
発
見
す
る
な

ど
、
日
本
人
と
し
て
は
型
破
り

の
発
想
で
生
涯
自
分
の
夢
を
追

い
続
け
た
。
そ
の
後
、
ウ
ラ
ン

鉱
業
会
社
を
設
立
し
、
宝
立
山

金
鉱
開
発
な
ど
を
計
画
し
な
が

ら
、
七
十
四
歳
（
一
八
九
三
年

〜
一
九
六
七
年
）
の
生
涯
を
閉

じ
た
。そ
の
骨
は
遺
言
に
よ
り
、

羽
咋
市
一
の
宮
海
岸
に
撒
か
れ

た
。

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
宿
場

町
の
な
ご
り
、
口
銭
場
跡
で
あ

る
。
藩
政
時
代
か
ら
能
登
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
こ
の

地
は
、
通
過
す
る
旅
人
か
ら
通

行
税
と
し
て
口
銭
を
徴
収
し
た

役
所
跡
で
あ
る
。

こ
の
一
画
が
公
園
に
な
っ
て

お
り
、
偶
然
に
も
鶴
彬
（
つ

る
・
あ
き
ら
）
の
川
柳
を
刻
ん

だ
石
碑
を
発
見
し
た
。
二
十
九

歳
で
病
没
し
た
昭
和
の
啄
木
と

も
評
さ
れ
た
反
戦
川
柳
家
の
碑

に
巡
り
会
え
る
と
は
、
ラ
ッ
キ

ー
で
あ
る
。「
枯
れ
芝
よ
団
結

を
し
て
春
を
待
つ
」
と
刻
ま
れ

た
石
碑
の
横
に
し
ば
し
佇
み
、

「
手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し

て
か
え
し
」「
ふ
る
さ
と
は
病

と
い
っ
し
ょ
に
帰
る
と
こ
」
と

い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
川
柳
を
思

い
出
し
、
幾
多
の
弾
圧
に
耐
え

た
若
き
活
動
家
の
魂
に
触
れ
た

ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
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今
年
八
月
八
日
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
命
を
落
と
し
た

亡
き
妻
の
二
十
五
回
忌
で
あ
っ
た
。
生
前
、
親
交
の
あ
っ
た

方
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
お
寺
で
法
要
を
営
み
、
そ
の
足

で
皆
で
金
沢
か
ら
和
倉
温
泉
の
「
あ
え
の
風
」
ホ
テ
ル
（
以

前
の
サ
ン
か
が
や
）
へ
と
席
を
移
し
て
小
宴
を
張
る
こ
と
に

な
っ
た
。

医
院
開
業
か
ら
五
十
周
年
の
意
味
も
含
め
て
、
来
し
方
行

末
を
振
り
返
る
。
山
あ
り
川
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
を
渡
っ
て

来
て
、
能
登
の
い
で
湯
に
骨
を
休
め
る
の
も
一
興
か
。
こ
こ

に
し
ば
ら
く
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
た
と
い
う
安
息
感

と
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
た
の
も
束
の
間
、
こ
ん
な
に
人
が
集

ま
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
初
め
て
気
付
い
た
。
こ

の
あ
た
り
で
一
旦
停
止
と
洒
落
て
い
る
場
合
で
は
な
い
、
か

え
っ
て
新
た
な
試
練
が
待
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
し
か
し
こ

こ
は
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
永
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

の
ご
恩
義
の
万
分
の
一
に
も
報
い
ね
ば
…
…
、
少
し
は
罪
ほ

ろ
ぼ
し
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
手
応
え
は
ま
だ
な
い
。
亡
き

妻
の
女
学
校
時
代
の
旧
友
か
ら
の
感
謝
状
を
貰
っ
て
感
涙
し

た
の
が
関
の
山
、
そ
の
後
も
幾
多
の
お
礼
の
電
話
も
い
た
だ

い
た
。

昔
の
従
業
員
、
親
戚
、
孫
た
ち
の
歓
声
、
叫
声
、
歌
声
、

カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
と
、
能
登
路
の
一
夜
は
安
穏
に
更
け
て
い
っ

た
。戦

争
の
二
十
世
紀
、
ほ
ろ
苦
い
人
生
の
味
。
八
十
五
歳
の

疾
風
と
怒
濤
、
狂
躁
と
酩
酊
ほ
ど
侘
び
し
い
も
の
は
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
盛
者
必
衰
、
会
者
定
離
、
生
老
病
死
を

説
く
仏
教
の
四
門
観
は
、
宿
命
的
諦
観
で
あ
り
諸
人
の
避
け

て
通
る
の
を
許
さ
な
い
掟
の
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
を
今
、
近

代
科
学
が
拓
い
た
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
二

十
一
世
紀
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
生
命
の
神
秘

を
操
る
遺
伝
子
が
人
生
を
と
り
仕
切
る
世
紀
の
出
現
な
の
で

あ
る
。
人
間
の
寿
命
も
ま
た
、
遺
伝
子
が
支
配
す
る
。
自
己

と
は
何
ぞ
や
と
叫
び
た
く
な
る
、
わ
が
八
十
五
歳
の
心
境
で

あ
る
。

釈
迦
の
教
示
で
あ
る
輪
廻
の
思
想
も
、
す
で
に
古
く
三
千

年
前
に
こ
れ
を
裏
付
け
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
釈
迦
は

生
物
が
娑
婆
に
転
生
す
る
時
、
た
と
え
ば
、
お
前
は
犬
に
な

っ
て
ゆ
け
と
か
、
君
は
人
間
界
に
生
ま
れ
よ
と
か
い
う
風
に

選
別
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
さ
ら
に
善
因
善
果
悪
因
悪
果

と
因
果
応
報
の
法
則
が
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
、
人
生
は
ま

す
ま
す
複
雑
混
乱
の
度
を
高
め
る
。
生
命
は
永
遠
に
続
い
て
、

佛
界
、
人
間
界
、
畜
生
界
へ
と
転
生
輪
廻
す
る
。

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
も
今
や
色
褪
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
二
千
年
問
題
も
世
紀
末
の
色
合
に
融
け
て
喧
（
か
ま
び

す
）
し
い
時
代
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
命
の
諸
現
象
が
一
元

論
的
に
今
や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ
よ
う
と
す
る
世
界

の
夜
明
け
が
来
る
の
で
は
な
い
か
の
予
感
が
し
き
り
で
あ

る
。
し
か
し
私
個
人
に
つ
い
て
は
今
、「
あ
え
の
風
」
が
吹

き
終
わ
っ
た
が
、
次
に
吹
く
の
は
「
無
常
の
風
」
で
あ
る
の

は
必
至
で
あ
る
。

藩
政
期
、「
加
賀
は
天
下

の
書
府
」（
新
井
白
石
）
と

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
医
事
文

化
に
お
い
て
も
加
賀
金
沢
藩

は
全
国
的
に
も
高
い
水
準
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
加
賀
藩

の
秘
薬
も
そ
の
一
つ
の
表
れ

で
あ
る
。

加
賀
金
沢
藩
は
、
持
て
る

文
化
水
準
を
生
か
し
て
、
一

般
民
家
の
保
健
と
藩
財
政
維

持
の
た
め
に
町
年
寄
ク
ラ
ス

の
薬
種
商
に
秘
薬
の
処
方
と

調
製
法
を
伝
受
し
、
製
薬
販

売
権
を
与
え
、
利
益
の
還
元

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

様
子
は
、
豪
華
な
金
地
の
置

看
板
（
写
真
）
に
往
時
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実

物
は
岐
阜
県
羽
島
郡
川
島
町

の
エ
イ
ザ
イ
工
場
内
の
内
藤

記
念
く
す
り
博
物
館
に
寄
託

展
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な

置
看
板
は
、
金
沢
市
内
所
々

に
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
加
賀
藩
の
秘
薬

に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

加
賀
藩
の
秘
薬
と
い
う
と
、

加
賀
藩
が
独
自
に
開
発
ま
た

は
伝
来
し
た
民
間
薬
の
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
処
方

内
容
を
調
べ
る
と
、
実
は
中

国
の
医
書
『
和
剤
局
方
』

『
万
病
回
春
』
な
ど
に
収
載

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
れ
っ
き
と
し
た
医
薬
と

言
っ
た
方
が
よ
い
。
加
賀
藩

は
優
秀
な
学
者
を
擁
し
、
処

方
の
選
択
と
製
薬
技
術
が
優

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

秘
薬
の
中
で
著
名
な
三
種

は
三
味
薬
と
呼
ば
れ
、
烏
犀

円
・
紫
雪
・
耆
婆
（
ぎ
ば
）

万
病
円
の
三
種
を
指
す
。

烏
犀
円
の
出
典
は
『
和
剤

局
方
』
巻
一
、
諸
風
で
、
烏

犀
（
マ
メ
科
植
物
サ
イ
カ
チ

の
果
実
）
な
ど
生
薬
五
十
八

種
配
合
。
元
来
は
脳
卒
中
の

予
防
治
療
薬
だ
が
、
現
在
市

販
の
も
の
は
処
方
内
容
も
変

化
し
、
効
能
は
動
脈
硬
化
ま

た
は
滋
養
強
壮
と
な
っ
て
い

る
。
紫
雪
の
出
典
は
『
千
金

翼
方
』『
和
剤
局
方
』
巻
六
、

積
熱
（
熱
射
病
）
で
、
寒
水

石
（
大
理
石
）
な
ど
生
薬
十

七
種
配
合
。
高
度
の
製
造
技

術
を
要
し
、
現
在
は
製
造
市

販
さ
れ
て
い
な
い
幻
の
秘
薬

で
あ
る
。
耆
婆
万
病
円
の
出

典
も
『
和
剤
局
方
』
巻
八
、

雑
病
。
効
能
は
処
方
名
の
通

り
、
万
能
薬
だ
が
市
販
さ
れ

て
い
な
い
。三
味
薬
の
ほ
か
、

加
賀
藩
の
秘
薬
に
は
混
元

丹
、
牛
黄
清
心
丸
な
ど
百
種

以
上
あ
る
が
、
現
在
市
販
さ

れ
て
い
る
も
の
は
十
数
種

で
、
し
か
も
配
合
生
薬
は
原

法
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
変
わ
っ
た
か
、
原

法
と
の
比
較
検
討
は
、
医
事

文
化
史
か
ら
将
来
の
薬
を
考

え
る
重
要
な
契
機
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

1999年 10月15日（毎月15日発行）（ 8）第329号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

会員リレーエッセイ ◆◆8◆◆

わ
が
家
に「
あ
え
の
風
」

（
幸
せ
を
呼
ぶ
海
風
）吹
く

粟
野
　
利
雄
（
金
沢
市
・
内
科
）

〈53〉 

加賀藩の秘薬 
 
多留　淳文 日本医史学会評議員 金 沢 市 ・ 内 科  （ ） 

金地の置看板 

加賀藩の秘薬の置看板
（福久屋石黒伝六氏旧蔵、160×180cm）

囲 碁 
■
出
題
者 

　
七
段  

向
井
富
治 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

（
解
答
は
３
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
番
で
ど
う
な
り
ま
す
か
。 

原
稿
募
集
中
!!
 

　
会
員
の
先
生
、奥
様
、ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
原
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
旅
行
記
、趣
味
な
ど
、テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ

ん
。
協
会
事
務
局
ま
で
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送

り
下
さ
い
。
字
数
は
八
百
〜
千
二
百
字
程
度
で
。 

至武蔵ヶ辻 

金沢東急 
ホテル 

大和大和 
アトリオ 
大和 
アトリオ 109

至片町至片町 
　スクランブル 
至片町 
　スクランブル 

映
画
館
街 

兼
六 

老
舗
記
念
館 

P

ご案内図 

●と　き 1999年10月29日（金） 午後7時15分～9時 
●ところ 　　　　　　　 本店 
 金沢市片町2丁目10の30 電話（076）262‐5148 

●会  費 お一人様 10,000円　当日、お持ちください。 
●申し込み　10月20日までに保険医協会事務局へ電話、FAX、E-mailにてお申し込みください。 
　　　　      定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

〒920‐0902　金沢市尾張町1丁目9番11号 
TEL：076（222）5373　Fax：076（231）5156　E-mail：iskw-sugino＠doc-net.or.jp

石川県保険医協会 〈主催〉 




